
基本計画事業の進行管理結果一覧 資料３

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

（１）安心・安全でいきいきとした暮らしづくり 1,648,433 1,905,002 758,611

1
同報系無線デジタル
化整備事業

総務部危機
管理課

　既存施設の老朽化や国のデジタル化推進等を
踏まえ、長期的な防災基盤の安定化を図るた
め、主に防災及び災害情報の伝達手段として使
用する同報系防災行政無線のデジタル化の整
備を実施します。

Ａ
　同報系防災行政無線のデジタル化整備工事を継続費として
実施し、機器の一部を製作しました。

59,439 70,162 62,695

　令和元年度は金田及び岩根地区の一部の計５２局の
設置を行います。
　また、令和４年度までに同報系防災行政無線のデジタ
ル化整備を完了する予定です。（整備予定数：屋外子局
１５８局、戸別受信機１６２台）

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

2
消防本部庁舎建設
事業

消防本部消
防総務課

　昭和４７年建設の消防本部庁舎は、老朽化が
激しく建物狭隘なため、有事の際に防災拠点とし
ての機能を果たせなくなることが予想されます。
これらの課題を解消し、市民の安心・安全を確保
するため、「新消防本部庁舎」を整備します。

Ｂ

　平成２９年度に引き続き消防本部庁舎新築工事を実施し、
工事進捗率にあっては平成３１年３月末現在、建築５７．７％、
電気設備２９．８％、機械設備５０％となっています。なお、建
築工事において、台風２４号の襲来により、庁舎棟南側外部
足場が傾倒し、柱主筋に足場が接触し大きく変形した影響で
工期が延長したことにより、工事請負変更契約を締結しまし
た。

1,505,504 1,496,504 359,940
　令和元年６月末の完成、９月の運用開始に向けて関
係機関と密に連携を取り実施します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

3
ちば消防共同指令セ
ンター機器更新事業

消防本部消
防総務課

　ちば消防共同指令センター指令管制システム
の寿命（磨耗故障等）に伴うシステム停止等の重
大な障害を回避するとともに、システムの長期的
な安定稼動を実現するため、部分的な機器更新
を平成３０年・３１年の２カ年の継続事業で実施し
ます。

Ａ
　平成３０年７月１１日付けで千葉市と指令管制システム部分
更新事業に関する協定を締結し、平成３０年度は予定どおり
部分的な機器更新を実施しました。

7,490 7,490 6,755
　令和元年度中の機器更新に向け、関係機関と密に連
携を取り実施します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

4
４０ｍ級はしご付消
防自動車購入事業

消防本部警
防課

　中高層等建築物における火災等の災害発生
時に、消化・救助活動をより安全、かつ迅速に行
うため、老朽化した４０ｍ級はしご付消防自動車
を更新します。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　中高層等建築物における火災等の災害発生時に、消火・救
助活動をより安全、かつ迅速に行うため、老朽化した４０ｍ級
はしご付消防自動車を平成３１年３月に更新整備し、消防力
の充実強化を図りました。

0 222,480 222,480

5
小型動力ポンプ付積
載車購入事業

消防本部警
防課

　消防団の充実強化を図るため、老朽化した消
防団の車両を救助資器材搭載の小型動力ポン
プ付積載車に更新整備します。

Ａ
　消防団の充実強化を図るため、平成３１年２月に２台の老朽
化した消防団の車両を救助資器材搭載の小型動力ポンプ付
積載車に更新整備しました。

18,000 17,820 17,820

　消防団の充実強化を図るため、継続的に救助資器材
搭載の小型動力ポンプ付積載車を更新していく予定で
す。
　なお、令和元年度は、第４分団第２部及び第５分団第
２部の更新を行います。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

6
水槽付消防ポンプ自
動車購入事業

消防本部警
防課

　市民が安心して生活できる地域社会を創るた
めに、老朽化した水槽付消防ポンプ自動車を最
新型の水槽付消防ポンプ自動車に更新し、消防
力の充実強化を図ります。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　市民が安心して生活できる地域社会を創るために、平成３１
年２月に老朽化した水槽付消防ポンプ自動車を最新型の水
槽付消防ポンプ自動車に更新し、消防力の充実強化を図りま
した。

45,000 44,280 44,280

7
消防団新基準活動
服等整備事業

消防本部警
防課

　消防団員に対して、法及び規則に基づく「消防
団員服制基準」に準じた新基準活動服等を貸与
し、消防団員の活動時の安全と充実を図ります。

Ａ
　消防団員に対して、法及び規則に基づく「消防団員服制基
準」に準じた新基準活動服等を５３４名分整備・貸与し、消防
団員の活動時の安全と充実を図りました。

0 10,266 10,266
　消防団の装備の改善を図るため、継続的に消防団員
に対して、法及び規則に基づく新基準活動服等を整備し
ていく予定です。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

1 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「Ｂ」計画を変更して実施　　「Ｃ」事業の中止・休止
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8
市道１２２号線歩道
改良事業

都市整備部
土木課

　歩行者の安全を確保するとともに、排水機能の
向上と周辺地域の良好な環境の確保を図るた
め、歩道内（清見台の頂上の交差点を東西に走
る道路）に設置されている開渠の排水路を有蓋
に敷設替えします。

Ａ
　開渠の排水路に蓋を掛けて歩行者の安全を確保する工事
を継続して実施し、歩行者の安全確保を図りました。

13,000 13,000 12,593
 　引き続き計画的に歩道改良工事を実施し、歩行者の
安全確保に努めます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

9
第二館山街道踏切
改良事業

都市整備部
土木課

　第二館山街道踏切の南側に設置されている歩
道については、老朽化に伴う段差や車道との隙
間が生じています。通学児童・生徒や一般利用
者の安全を確保するため、歩道空間を整備しま
す。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　老朽化に伴う段差や車道との隙間を解消し、歩行者の安全
確保を図りました。

0 23,000 21,782

（２）子どもを育む環境づくり 792,172 2,028,880 1,333,350

10
子育て世代包括支
援センター事業

健康こども
部子育て支
援課

　妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援
をするため、「木更津市子育て世代包括支援セ
ンター（きさらづネウボラ）」を平成３０年４月に設
置します。「きさらづネウボラ」では、母子保健・
子育て支援に加えて、発達相談の機能をもた
せ、関係各課と連携した支援体制を構築します。

Ａ

　子育て世代包括支援センターにおける、母子保健・子育て
支援事業と発達相談事業が稼動したことで、母子健康手帳の
交付から産前・産後サポート事業、新生児・産婦訪問指導、産
後ケア事業と、妊娠期から出産後の切れ目ない支援の充実
が図られました。また、発達相談事業については、発達相談
員の配置と相談窓口の明確化とともに周知が図られたことに
より、発達相談の相談者数が増加し、早期に適切な支援が可
能になってきていること、また、保育園や幼稚園をはじめとし
た関係機関との連携体制の構築が図られつつあります。

6,221 8,392 6,441
　妊娠期から子育て期におけるワンストップ相談窓口で
ある「きさらづネウボラ」の市民の認知度を向上させると
ともに、相談機能体制の充実や強化に努めます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

11
民間保育園等施設
整備費補助

健康こども
部こども保
育課

　保育所等の新設、修理、改造又は整備に要す
る経費の一部に対して補助を行うことで、本市に
おける待機児童解消を加速化するものです。

Ａ

　社会福祉法人木更津大正会の乳児棟増築に対して、補助
を実施しました。これにより、待機児童数（年度当初時点）が８
３人から６９人に減少しました。
　また、上記とは別に保育所のない地域への新規開園に向
け、民間事業者と事前協議を実施しました。

33,232 59,046 59,046

　待機児童解消を加速させるため、今後も民間の保育
所等の整備補助を実施します。
　令和元年度は、幼保連携型認定こども園岩根保育園
の改築、（仮称）金田保育園及び（仮称）小規模保育園
畑沢保育所の新設に係る整備補助を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

12
特定不妊治療費給
付事業

健康こども
部健康推進
課

　医療保険対象外であり高額な治療費がかかる
不妊治療に対し、経済的負担の軽減を図るた
め、治療費に係る費用の一部を助成します。

Ａ

　不妊症のため、特定不妊治療を受けた夫婦に対し、治療に
要した費用の一部を助成しました。
　平成３０年度は１２０件の申請に対し、８，５７４千円を助成し
ました。

7,500 9,587 8,574
　特定不妊治療は医療保険対象外であり、高額な治療
費がかかることから、経済的負担の軽減を図るため、引
き続き支援を実施します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

13
市内小・中学校仮想
シンクライアントシス
テム整備事業

教育部教育
総務課

　学校運営の効率化、校務の情報化を推進する
ため、市内の小中学校及び木更津市教育委員
会に仮想シンクライアントシステムの導入を行い
ます。

Ａ

　校務支援システムを導入したパイロット校３校について、同
システムの検証と改善を行い、その検証内容を基に、木更津
市版の通知表の原案を作成しました。また、パイロット校の全
職員を対象に、校務支援システムの各機能とその運用の成
果と課題について、アンケート調査を実施しました。

4,994 4,994 4,994

　令和２年４月から市内全校で運用開始ができるよう、
令和２年３月１日より契約を締結します。また、事前準備
として各小中学校の教職員への研修、支援体制の確立
を図ります。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

2 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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14
中郷・真舟小学校教
育環境整備事業

教育部教育
総務課

　中郷小学校の新校舎・屋内運動場及び真舟小
学校の増築校舎の供用開始に向けて、必要とな
る備品等の整備を行います。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　各小学校の要望を踏まえ、児童用の机・椅子、会議用テー
ブルをはじめとした備品の整備を行いました。

22,402 19,750 19,647

15 実用英語検定補助
教育部学校
教育課

　英語力の向上や、社会のグローバル化に対応
できるコミュニケーション力向上のため、英語検
定３級程度の英語力をもつ中学３年生の生徒を
増やすことを目的として、英語検定を受検する中
学３年生の保護者に対し、検定料を助成します。

Ａ

　中学校３年生が英検３級以上を受験した場合、その保護者
に対し、年１回に限り検定料の全額補助を実施しました。その
結果、平成２９年度の在籍生徒の英検受験率は２８．５％でし
たが、平成３０年度は３２．２％と３．７％増加しました。

0 1,544 1,539
　英検の受験機会の拡大を目指すとともに、生徒の英語
力及び学習意欲の向上を図るため、英語検定料補助金
交付事業を継続します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

16
祇園小学校屋内運
動場及びプール改築
工事

総務部資産
管理課

　学校施設の安全を確保し小学校の教育環境の
充実を図るため、耐震強度が不足している祇園
小学校屋内運動場の改築工事、擁壁の改修工
事を実施します。また、擁壁完成後にプールを解
体、プール建設工事を実施します。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　祇園小学校プール改築工事を予定どおり実施しました。

180,000 155,316 155,316

17
中郷小学校建設事
業

総務部資産
管理課

　中郷小学校の教育環境の改善を図るため、校
舎・屋内運動場の建て替え工事を実施します。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　中郷小学校建設工事（校舎、屋内運動場）を予定どおり実
施しました。

284,773 212,820 700,371

18
真舟小学校校舎増
築事業

総務部資産
管理課

　真舟小学校の児童数増加による教室不足に対
応するため、平成２９・３０年度に校舎増築工事
を行い、平成３０年１１月の完成を目指します。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　真舟小学校校舎増築工事を予定どおり実施しました。

192,050 94,484 321,484

19
畑沢中学校屋内運
動場屋根改修工事

総務部資産
管理課

　老朽化し雨漏りが著しい畑沢中学校の屋内運
動場の改修工事を行うことにより、教育環境の改
善を図ります。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　畑沢中学校屋内運動場屋根改修工事を予定どおり実施し
ました。

58,500 50,220 50,220

20
中学校駐輪場設置
工事

総務部資産
管理課

　生徒数増に伴う駐輪場不足を解消するため、
駐輪場の設置工事を実施します。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　木更津第三中学校駐輪場設置工事を予定どおり実施しまし
た。

0 4,881 4,881

3 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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21
小学校空調整備事
業

総務部資産
管理課

　空調機器が未設置である小学校１５校の普通
教室の空調整備工事等を行い、教育環境の改
善を図ります。予算については、平成３１年度に
全額繰り越します。

Ａ
　木更津市立小中学校空調整備事業を平成３１年３月２０日
に契約締結し、予算については予定どおり令和元年度に全額
繰越しました。

0 807,018 0
　令和２年１２月２５日の竣工を目指し、事業を実施しま
す。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

22
中学校空調整備事
業

総務部資産
管理課

　空調機器が未設置である中学校１２校の普通
教室の空調整備工事等を行い、教育環境の改
善を図ります。予算については、平成３１年度に
全額繰り越します。

Ａ
　木更津市立小中学校空調整備事業を平成３１年３月２０日
に契約締結し、予算については予定どおり令和元年度に全額
繰越しました。

0 599,854 0
　令和２年１２月２５日の竣工を目指し、事業を実施しま
す。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

23
学校給食を活用した
地域活性化事業

教育部学校
給食課

　地元生産者のオーガニック野菜等を学校給食
の食材として購入し、地元経済を活性化するとと
もに、その残渣を生ごみ処理機により肥料とし、
生産者に還元することにより、食物の循環を通じ
た児童生徒への食育を推進します。

Ｂ

　鎌足小・中学校の給食で地元産野菜を優先的に使用し、地
元経済の活性化を図りました。また、給食を通して地元野菜
の紹介や野菜の働き等を学校栄養士から発信し、児童生徒
への食育を実施しました。さらに、給食残渣から生成した肥料
を鎌足小学校の野菜栽培に活用し、平成３０年１２月の鎌足
フェスにて、生成した肥料「土の給食」を市民へ配布し、鎌足
小学校の取組について周知しましたが、肥料を生産者へ還元
するまでには至りませんでした。

2,500 974 837

　鎌足地区の取組は継続し、地元産野菜を使用して食
育の推進を図ります。また、地元野菜を使用した給食の
提供を、富来田地区・中郷地区へ拡大するために、引き
続き関係者等と協議する予定です。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

（３）まちを支える人づくり 598,022 602,918 244,183

24
社会教育施設耐震
対策事業

総務部資産
管理課

　社会教育施設の耐震性を確認するため、旧耐
震基準で建設された施設について耐震改修工事
を実施します。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　八幡台公民館耐震補強及び老朽化改修工事を予定どおり
実施しました。

87,000 70,312 70,178

25
郷土博物館金のす
ず空調設備改修事
業

総務部資産
管理課

　既存空調設備に使用されている冷媒用フロン
ガス（Ｒ-22）が２０２０年に全廃されることに伴
い、空調設備の更新を行います。

Ａ
　博物館金のすず空調設備改修工事設計業務委託を実施
し、予定どおり完了しました。

5,000 4,860 4,860
　令和元年度・２年度継続で、博物館金のすず空調設備
改修工事を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

26
全国大会等出場奨
励金事業

健康こども
部スポーツ
振興課

　スポーツの振興を図るため、全国大会や国際
大会に出場する市内在住、在勤、在学する者、
また本市のスポーツ団体等に所属する者に奨励
金を交付し、スポーツの振興を図ります。

Ａ
　全国大会等出場奨励金交付要綱に基づき、団体１４件、個
人１２１件に奨励金を交付しました。

1,500 2,090 2,090
　スポーツ全国大会等に出場する団体や個人に奨励金
を交付し、スポーツの振興を図ります。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

27
ちばアクアラインマラ
ソン事業

健康こども
部スポーツ
振興課

　県とともに「ちばアクアラインマラソン」を開催
し、スポーツの振興と市の魅力発信を図ります。

Ａ

　市民のちばアクアラインマラソンへの関心を高めるため、こ
れまでの沿道応援等に加えて、新企画として動画配信サイト
を用いた「Road to アクアラインマラソン」を実施しました。木更
津市民の初心者二人が初のフルマラソンに挑戦する企画で、
見事完走しました。二人への取材を通じて、市民の注目を集
めました。

17,000 17,000 15,472
　「Ｒｏａｄ to アクアラインマラソン」の取組を継続したうえ
で、練習期間やカウンセリングの内容・時期を見直し、
2018大会以上に充実したものにしていきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

4 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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28
江川総合運動場拡
張整備事業

都市整備部
市街地整備
課

　江川総合運動場の拡充のため、国が行う「木
更津飛行場周辺に所在する周辺財産の利活用」
による公園的施設整備にあわせ運動場機能を
付与します。

Ｂ

　平成３０年１２月から陸上競技場の施設整備に着手しました
が、一部工期延長が生じたため、令和元年度へ繰り越しまし
た。なお、平成３１年３月２７日に陸上競技場備品の納入を完
了しています。

482,522 503,211 146,819

　陸上競技場については、引き続き整備工事を行い、令
和元年６月の供用開始に向け整備を図ります。また、野
球場・サッカー場の運動場機能付与のための予備設計
等を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

29
木更津市民会館整
備事業

総務部管財
課

　木更津市民会館大ホール及び集会棟の閉鎖
により、文化芸術活動の発表の場が減少してい
ることから、文化芸術活動の発表の場を確保す
るために、新たな中規模ホールの整備に取り組
みます。

Ａ
　市民の芸術文化創造拠点となるホールの整備に向け、平成
３１年３月に今後の基本的な方向性を定める基本構想を策定
しました。

5,000 5,000 4,320
　基本構想で示した基本的な方向性を実現するため、よ
り具体的な施設機能や事業手法等を定める基本計画の
策定に取り組みます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

30
上総木更津金鈴塚
古墳出土品国宝化
推進事業

教育部文化
課

　「上総木更津金鈴塚古墳出土品」の国宝化推
進のため、小中学校授業への組み入れや、公民
館等での情報発信を通じて、ふるさとに誇りと愛
着を持てる市民の育成を図ります。また関連す
る部署、国・県への指導を求めながら国宝化を
目指します。

Ａ

　小学６年生を対象にパンフレットとクリアファイルを配付しま
した。また、小学３～５年生を対象としたイラスト・パンフレット
「教えてきさポン!金鈴塚のひみつ」の原画を作成しました。さ
らに、体験学習等の際に着用できるように、古墳時代装束を
男女各１組を作成したほか、講演会を実施し、１１９名が参加
しました。

0 445 444

　平成３０年度に原画を作成したイラスト･パンフレットを
印刷し、小学３年生から５年生に配付します。また、国宝
化推進事業講演会として、シンポジウム「金鈴塚古墳の
主に迫る」を実施します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

（４）まちのにぎわい・活力づくり 193,949 212,136 195,139

31
米・食味分析鑑定コ
ンクール事業

経済部農林
水産課

　本市ほか、木更津市農業協同組合や千葉県君
津農業事務所等、関係団体で組織した実行委員
会が主催する第２１回「米・食味分析鑑定コン
クール」木更津大会の平成３１年度開催を支援し
ます。

Ａ

　本市、木更津市農業協同組合及び千葉県君津農業事務所
等の関係団体で実行委員会を組織し、開催前年のプレイベン
トである、「木更津産米」食味分析コンクールの開催を支援し
ました。

1,500 1,983 1,983
　令和元年１１月３０日及び１２月１日に開催する、「第２
１回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会in木更津」の
開催を支援します。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

32
水産物供給基盤機
能保全事業

経済部農林
水産課

　漁港施設の老朽化とともに、更新を必要とする
施設が増加することが考えられることから、施設
管理の計画的な点検・整備を行い、施設の長寿
命化を図りつつ、更新コスト（保全工事）の平準
化・縮減を図ります。

Ａ
　金田漁港機能保全計画に基づき、金田（中島地区）漁港の
２号防波堤保全工事（泊池側）Ｌ＝３３．２ｍを実施しました。

30,100 29,580 29,579

　令和元年度に２号防波堤保全工事（海側）Ｌ＝３７ｍを
実施し、令和２年度は電気防食Ｌ＝１３５ｍを実施するこ
とにより、施設の長寿命化を図ります。また、令和３年度
以降に牛込漁港の保全に向けた詳細設計・工事を実施
する予定です。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

33
アサリ増産体制促進
事業

経済部農林
水産課

　本市の伝統的な水産業である貝類生産を将来
にわたり振興していくため、漁業協同組合が行う
アサリ資源の維持増大に向けての取り組みに対
し、県と連携し計画的に補助を実施します。

Ｃ
　全国的なアサリ資源の減少に伴い、稚貝の確保が困難と
なったため、事業の実施を見合わせました。

9,190 0 0
　二枚貝（アサリ）の安定した漁業を維持していくため、
市内漁業協同組合が行うアサリ稚貝の放流事業につい
て、今後も県と連携し補助を実施していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

34
二枚貝増産体制促
進事業

経済部農林
水産課

　本市の伝統的な水産業である貝類生産を将来
にわたり振興していくため、漁業協同組合が行う
ハマグリ等の資源増進・安定供給に向けた取り
組みに対し、県と連携し計画的に補助を実施しま
す。

Ｂ

　市内６漁業協同組合が行うハマグリ稚貝（５１，３１２kg)の種
苗放流に対し、県と連携して補助を実施しました。
　ハマグリ稚貝の種苗放流量とハマグリの水揚量（増加）が必
ずしも結びついていない状況にありますが、その原因として
は、ツメタガイ等の食害及び海・干潟の環境の変化など、複合
的な要因が考えられています。
　なお、予定していた稚貝の確保が困難となったため、事業費
を減じました。

27,510 15,194 15,194
　本市の伝統的な水産業である貝類生産を将来にわた
り振興していくため、今後も県と連携し計画的に補助を
実施していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

5 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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35
水産多面的機能発
揮対策事業

経済部農林
水産課

　水産資源の増進、水産物の安定供給を図るた
め、干潟における漁場環境の向上や生態系の保
全に向けたカイヤドリウミグモ駆除等の活動に対
し、国・県と連携して支援を行います。

Ａ

　市内各漁業協同組合の漁業者グループ（１２グループ）が行
う、干潟の環境・生態系保全活動事業に対し、国、県と連携し
補助を実施しました。本事業を実施した結果、ウミグモの個体
数は市内各漁業協同組合の漁場において差はありますが、
減少傾向にありました。

41,062 41,047 41,046

　漁業者及び漁業協同組合の危機的な経営状況からの
回復、水産資源の増進、水産物の安定供給を図るた
め、今後も国、県、市で連携して補助を実施していきま
す。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

36
海難予防施設設置
事業

経済部農林
水産課

　船舶や組合員の操業安全のために必要な標
識灯等の設置に対し、県と連携し補助を実施し
ます。

Ａ

　市内漁業協同組合の大型標識灯設置（３基）事業に対し、
補助を実施しました。今回、大型標識等を設置したことによ
り、漁船及び一般船舶の航行の安全を図ることができ、のり
養殖漁業場への船舶進入事故の防止及び操業の安全を図る
ことができました。

4,125 4,125 4,125
　本市の伝統的な水産業である海苔生産等を振興する
ため、漁業協同組合が行う標識灯の設置に対し、今後
も県と連携し補助を実施していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

37
のり漁場油濁監視事
業

経済部農林
水産課

　ノリ漁場への油濁による漁業被害を未然に防
止するため、選任された漁業協同組合が船舶を
使用してノリ漁場の油濁汚染等を監視する取り
組みに対し、県が補助を実施します。

Ａ

　のり漁場の油濁汚染対策として、市内から選任された漁業
協同組合が、船舶を使用して、のり漁場の油濁汚染等の監視
を実施しました。本事業を実施した結果、船舶による油濁等
の汚染の監視を行うことにより、のり養殖漁場における油濁
被害を未然に防止することができました。

1,623 1,623 1,623
　本市の伝統的な水産業である海苔生産等の振興及び
油濁事故に伴う被害の未然防止・軽減のため、今後も
県と連携し補助を実施していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

38
空き店舗活用支援事
業

経済部産業
振興課

　空き店舗情報登録制度へ登録している空き店
舗（中心市街地に限る）を活用する場合に、当該
物件のリフォームに係る費用の一部を助成しま
す。

Ａ

　本補助金を活用し、２店舗が新規出店しました。
　また、木更津駅周辺で出店を希望している方向けに、空き
店舗情報登録制度に登録している物件を巡るツアーを開催
し、定員を超える参加者の応募がありました。
　登録物件は、産業・創業支援センターに創業の相談に来ら
れた方へ紹介し、店舗物件と創業希望者とのマッチングを行
いました。

0 2,959 1,379

　不動産会社等に対して、事業者向けの物件登録の周
知を図り、店舗物件の登録を充実させる予定です。
　また、産業・創業支援センターに創業の相談に来られ
た方に対し、本補助金の周知を図り、駅前での新規出
店を促し、駅前のにぎわい創出につなげていきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

39
アクアコイン普及推
進事業

経済部産業
振興課

　平成３０年秋の電子地域通貨「アクアコイン」の
本格稼動を市内外に広く発信し、市民・事業者等
に普及を図り、地域経済の活性化につなげてい
きます。

Ａ

　実証実験では、累計決済額が約４，１５０万円、利用件数は
４，８５２件にのぼり、システム障害等がなく実験を終えること
ができました。実験終了後の加盟店及び利用者向けアンケー
トを参考に、利便性向上や加盟店の増加に向け、君津信用組
合・木更津商工会議所と協議を行い、平成３０年１０月１日か
らアクアコインの運用を開始しました。平成３０年度の実績
は、インストール件数６，６１８件、１０７，２９３千円がチャージ
され、加盟店は４３８店舗となっています。君津信用組合おい
ては、チャージの利便性を高めるため、自動チャージ機を２台
導入し、君津信用組合１５店及び加盟店２５店舗でプリペイド
式チャージカードを販売しています。また、アクアコイン専用サ
イトを立ち上げるとともに、チャージに対するポイントの提供
や、「ちばアクアラインマラソン2018」・木更津ナチュラルバル
等において、ポイント提供等のキャンペーンを実施しました。
平成３１年２月１日からは、アクアコイン支払い時に利用額の
５％分のポイントを還元するキャンペーンを開始したところ、終
了予定日を前倒して利用総額に達するなど、利用の促進を図
ることができました。

0 16,536 16,323

　国の地方創生推進交付金を活用し、下記事業を行うた
め、（仮称）アクアコイン活性化協議会及び（仮称）ワー
キング部会を設立します。
　さらなる利便性向上のため、地域における利活用の推
進に向けた検討を行う会議を開催し、普及推進の趣旨
等について、ホームページや印刷物等の活用による情
報発信を行うとともに、高齢者等を対象に利用に関する
講習会を開催します。
　また、市内の他の金融機関が参画する枠組みに対応
したシステム改修や、公金収納や公共料金等の「アクア
コイン」による支払いに係るシステム改修を実施すること
により、アクアコインの普及を加速させます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

40 映像支援事業
経済部観光
振興課

　映像制作活動の誘致及び支援を通じ、地域振
興及び地域経済の活性化を図るため、木更津ロ
ケーションサービスを立ち上げ、撮影が円滑に行
われる環境を整備します。

Ａ

　平成３０年度からは、本事業を（一社）木更津市観光協会へ
事業移管し、事業を実施しました。千葉県が取りまとめる、千
葉県内自治体の撮影実施件数は２６０件と、千葉県内では件
数が一番多い結果となりました。また、ロケ情報等について
は、SNSを利用して積極的にPRを行いました。

4,222 4,222 4,222

　引き続き、(一社)木更津市観光協会と連携し、映像支
援を行っていきます。市が管理する公共施設の利用に
ついての支援を行うことに加えて、撮影実績等について
は、SNSを利用し広く広報を行い、本市のＰＲに取り組ん
でいきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

6 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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41
自然体験観光推進
事業

経済部観光
振興課

　自然体験プログラム提供による都会の子ども
たちに向けた教育旅行メニューの創出を目指し、
市内の里海・里山で活動する団体や教育関係機
関等と連携しながら検証を行います。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　ブルーベリージャム作り体験と、海苔すき体験のモニターツ
アーを実施し、２回合計で３６名の参加がありました。例年と
違いを出すために、平成３０年８月に実施したモニターツアー
では、ブルベリー園の園長による講義を実施し、平成３１年２
月に実施したモニターツアーでは、海苔の養殖場見学を実施
しました。自然体験ツアーは、今後も継続して提案していく事
が求められるため、（一社）木更津市観光協会ＤＭＯ推進事
業部と協力し、取り組んでいきます。

0 357 356

42
観光プロモーション
推進事業

経済部観光
振興課

　国内はもとより国外での知名度の向上や魅力
ある都市として、年間を通じて更なる観光集客数
向上を目指すため、国内最大の旅の祭典ツーリ
ズムＥＸＰＯジャパンなどのツーリズムイベントに
再度出展し、リサーチや情報拡散を行います。

Ａ

　平成３０年９月に日本最大の旅行博であるツーリズムＥＸＰ
Ｏジャパンに出展し、本市のＰＲ及び観光客の動向調査とし
て、アンケート回収を行うともに、木更津市ご当地アイドルの
ライブパフォーマンスやご当地クイズを行いました。その他、
千葉県主催の観光商談会(北海道、東京、横浜、仙台)に４度
参加し、現地旅行業者に本市のPR及び情報交換に努めまし
た。また、平成３１年２月には(一社)日本自動車連盟と観光協
定を締結しました。

1,300 1,393 1,391

　過去３年参加していたツーリズムEXPOジャパンについ
ては、開催地が大阪府ということもあり、２０１９年度は参
加を見送ります。
　千葉県主催で行われている観光商談会には引き続き
参加し、各地域の旅行業者に対して、本市のPRを行っ
ていきます。また、観光協定を締結した(一社)日本自動
車連盟と連携し、観光PRに取り組んでいきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

43
木更津版ＤＭＯ運営
費補助

経済部観光
振興課

　「木更津版ＤＭＯ」となった（一社）木更津市観
光協会に対して、マーケティング調査やプロモー
ション経費、その他運営にかかる費用に充て、安
定的な経営を図るために補助金の交付を行いま
す。

Ａ

　平成３０年４月１日に木更津版ＤＭＯが本格始動し、７月にＤ
ＭＯ Take Offイベントを東京丸の内KITTEにて実施し、各種メ
ディアや来場者に対して、木更津版ＤＭＯのあり方や今後の
展望について発信しました。また、平成３１年２月には弟橘媛
プロジェクトやブルーベリーパーティ等による、「食」を通じた
地域の魅力を高める特産品開発事業を行うとともに、３月に
は里海の魅力が伝わる着地型観光コンテンツを造成しまし
た。

33,317 33,317 32,246

　引き続き、木更津版ＤＭＯの支援を行う中で、本市の
魅力が高まる事業を連携して行います。具体的には、着
地型観光ツアー商品の開発やＷｅｂショップでの特産品
売り込み、継続的なマーケティングによる観光資源の磨
き上げを行うことで、持続可能な観光地域づくりを推進し
ていきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

44
みなとの賑わい創出
事業

経済部産業
振興課／経
済部観光振
興課

　木更津港木更津南部地区に大型外航クルーズ
船が発着する新たな交流拠点を整備すること
で、クルーズ船訪日客による消費の促進や雇用
機会の創出等、経済波及効果を創出するほか、
木更津港内港周辺地区の磨き上げを行うことで
交流人口の増加を図り、地域の活性化を目指し
ます。

Ａ

　木更津港木更津南部地区への大型外航クルーズ船誘致に
向け、国内外のクルーズ船運航会社や旅行会社等への誘致
活動、おもてなし組織作り等の各種検討を実施しました。
　あわせて、２年連続となる客船「ぱしふぃっくびいなす」の木
更津港発のクルーズを平成３０年１１月に実施しました。この
取組により、１２月に（一社）日本外航客船協会主催の「ク
ルーズ・オブ・ザ・イヤー2018」特別賞を受賞し、木更津港の
認知度向上に寄与しました。

40,000 40,000 39,965

　木更津港のさらなる認知度向上のため、木更津港発
の国内クルーズ船の継続的な運航を実施するとともに、
国内外のクルーズ船社や旅行会社等への継続的かつ
積極的な誘致活動を実施することで、大型外航クルー
ズ船寄港実現を目指します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

45
道の駅施設改修事
業

経済部農林
水産課

　平成２９年１０月に開業した市初となる「木更津
うまくたの里」について、本施設を拠点とした農業
振興や観光振興に取り組むとともに、道の駅利
用者や地域の生産者が一層、安心・安全かつ快
適に利用できる環境の整備に努めます。

Ｂ

　道の駅利用者への休憩機能の向上を図るため、イベント広
場にベンチを新設するとともに、出荷者の利便性の向上を図
るため、生産者搬入口に庇の増設を行い、安心・安全かつ快
適に利用できる環境の整備に努めました。また、駐車場の拡
幅に向けて、対象となる道の駅南側用地の農振農用地の除
外、現況測量、不動産鑑定業務を進めましたが、地権者から
の土地購入に不測の期間を要したため、令和元年度に予算
を繰り越しました。

0 19,800 5,707

　道の駅を拠点とした農業振興・観光振興等に多様な主
体との連携のもと取り組むとともに、駐車場の拡幅を含
めた土地利用の最適化を推進し、道の駅利用者や生産
者が一層、安心・安全かつ快適に利用できる環境の整
備に努めます。なお、令和元年度中に駐車場を拡幅す
る予定です。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

（５）まちの快適・うるおい空間づくり 1,724,435 1,475,284 1,229,022

46
中心市街地活性化
基本計画策定事業

企画部地域
政策課

　木更津駅周辺の中心市街地において、賑わい
と交流のある「みなとまち木更津」の再生へ向
け、中心市街地の活性化に関する法律に基づ
く、木更津市中心市街地活性化基本計画を策定
します。

Ａ

　平成３０年８月に中心市街地活性化協議会を設立、４回に
わたり会議を重ね、計画の素案について協議していただきま
した。また、１０月に市民アンケート、１２月に小中高生アン
ケート、平成３１年1月及び２月に実施したワークショップ等に
より、市民の中心市街地に対する意識調査、需要や課題の把
握・分析を行いました。さらに、中心市街地の活性化に向け、
官民連携による幅広い取組を図るため、１１月に民間事業者
等進出意向調査を実施しました。これらの取組を踏まえ、年
度末に計画（素案）を作成しました。

0 9,904 9,904

　引き続き中心市街地活性化協議会において、計画（素
案）について協議し、意見をいただきながら、実現性・実
効性の高い事業充実を図るなど、内容をブラッシュアッ
プし計画を策定します。
　その上で、内閣総理大臣へ認定申請し、認定を受けた
「木更津市中心市街地活性化基本計画」とすることを目
指します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

7 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止
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47
金田西特定土地区
画整理事業負担金

都市整備部
市街地整備
課

　多様な都市機能の集積と良好な居住環境を有
する住宅地の形成を図るため、県が施行する金
田西特定土地区画整理事業に対し負担金を支
出します。

Ｂ

　県が行った、金田１号線築造工事、区画道路築造工事、宅
地造成工事及び家屋移転等に対し負担金を支出し、土地区
画整理事業による市街地整備を行いましたが、移転補償交渉
等に不測の期間を要したため、一部負担金を令和元年度に
繰り越しました。

581,713 582,401 474,969
　令和５年度の事業完了に向け、引き続き県が行う都市
計画道路築造、区画道路築造、造成盛土工事及び移転
補償等に対して、負担金を支出していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

48
金田地区地域生活
基盤施設整備事業

都市整備部
市街地整備
課

　土地区画整理事業により千葉県の新たな玄関
口にふさわしい街づくりが行われている金田地
区において、公共施設の整備充実を図り、交通
安全の向上、地域生活に必要な防犯や防災機
能を充実させることによって、交流人口の増加や
定住化を促進します。

Ａ
　金田地区都市再生整備計画事業事後評価を行い、事業効
果等を把握しました。

4,000 2,920 2,808
　金田地区都市再生整備計画事業事後評価で達成して
いない目標値について、フォローアップを行っていきま
す。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

49
請西千束台特定土
地区画整理事業補
助負担金

都市整備部
市街地整備
課

　請西千束台特定土地区画整理事業による市街
地整備を進めるため、組合が千葉県から交付を
受ける補助金の一部を負担します。本事業によ
り、約23.4haの優良な住宅地が供給されるととも
に、かずさアカデミアパーク地区と直結する草敷
潮見線の整備が促進されます。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　組合が実施した造成工事等に対する補助金の一部を負担
し、平成３１年３月２２日付けで換地処分されました。
　今後は、令和元年度での請西千束台土地区画整理組合の
解散に向けた関係機関等との調整等を図っていきます。

7,110 7,110 7,110

50
街なか居住マンショ
ン建設補助事業

都市整備部
住宅課

　市街地の環境の整備改善及び、良好な市街地
住宅の供給等に資するため、土地利用の共同
化、高度化及び定住促進に寄与する事業を施行
する民間事業者に対し、補助金を交付します。

Ａ
　マンションを建設する２事業者に対して、国の制度（交付金）
を利用し、補助金を交付しました。

447,000 327,991 327,991

　木更津市街なか居住マンション建設補助事業補助金
交付要綱に基づき、マンションを建設する民間事業者に
対し、補助金の交付を行います。
　令和元年度は、平成２９年度から事業を施行している
２事業者及び令和元年度から施行する１事業者に対し、
補助金を交付します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

51 公園整備事業
都市整備部
市街地整備
課

　土地区画整理事業により移管を受けた公園用
地について、整備工事を実施し供用開始を図り
ます。

Ｂ

　街区公園整備工事として、金田東３号公園、金田東４号公
園の整備を実施し、供用開始しました。
　なお、国費の交付額が要望額を下回ったため、事業費を減
じました。
　事業にあたり、国の交付金を活用していますが、今後も早期
供用開始を図るため、事業費の確保を行います。

28,600 21,924 21,924

　今後は公園予定地周辺の住宅張り付き状況、地域の
特性及び地域住民の要望等を勘案し、公園整備を実施
のうえ、早期供用開始を図る予定です。
　令和元年度は、金田東１号隣接公園及び（仮称）西山
公園の整備を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

52
都市公園安全・安心
対策事業

都市整備部
市街地整備
課

　子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して
利用できる都市公園の整備を推進するため、公
園施設長寿命化計画に基づき、都市公園におけ
る総合的な安全・安心対策を計画的に実施しま
す。

Ａ

　小櫃堰公園ほか３公園施設の老朽化した遊具等の更新工
事及び鳥居崎海浜公園(北側)便所改修工事を実施し、安全
性の確保を行いました。
　事業にあたり、国の交付金を活用していますが、今後も十分
な安全性を確保するため、事業費の確保を行います。

19,800 24,620 24,596

　公園施設長寿命化計画に基づき、公園施設の安全性
を確保するため、公園施設の中でも特に老朽化した遊
具を中心に改築更新を実施するほか、公園内公衆便所
及び園路のバリアフリー化を実施する予定です。
　令和元年度は、清見台中央公園便所改修工事及び公
園施設更新工事を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

53
鳥居崎海浜公園整
備事業

都市整備部
市街地整備
課

　木更津港内港の更なる魅力向上を図るため、
木更津港内港周辺の都市公園へ民間の集客施
設等の誘致を図ります。

Ａ
　鳥居崎海浜公園へ民間集客施設等を誘致するにあたり、貸
出面積（敷地）の設定等の条件を整理するため、測量を実施
しました。

0 9,072 9,072
　鳥居崎海浜公園へ民間の集客施設等の誘致を図るた
め、水泳プールの解体工事を実施する予定です。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

8 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

54
木更津市営住宅長
寿命化計画に基づく
改修事業

都市整備部
住宅課

　老朽化が進行している市営住宅のライフサイク
ルコストの縮減等を図るため、市営住宅長寿命
化計画に基づき、５団地（住吉・長須賀・東清・真
里谷・江川）について、計画的に施設の改善を図
り、政策空家の用途廃止も含め行います。

Ａ 　住吉団地一部の便所の水洗化等工事を行いました。 28,512 26,525 26,525 　住吉団地の残りの便所の水洗化等工事を行います。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

55
市営住宅長寿命化
計画策定業務委託

都市整備部
住宅課

　平成２４年度に策定した市営住宅長寿命化計
画の見直しを行い、市営住宅改修事業の効率化
を図ります。

Ａ
【平成３０年度で事業終了】
　平成３１年３月に木更津市営住宅長寿命化計画を改定しま
した。

4,750 3,780 3,780

56
木更津市空き家バン
ク事業

都市整備部
住宅課

　木更津市空家バンクを平成２９年１２月に開始
し、空家の利活用を促進し、移住・定住や地域の
活性化を促進します。本事業は、空家バンクに
登録された空家のリフォームに対し助成すること
により、空家バンク制度の運用を促進します。
（事業開始は平成３０年４月より）

Ａ

　平成２９年１２月に運用を開始した「木更津市空家バンク」に
ついては、現在１５件の物件を登録しています。
　また、平成３０年４月に開始した「空家リフォーム助成制度」
については、２件の物件について助成しました。

20,000 2,100 1,100
　空家等の利活用促進に資する「木更津市空家バンク」
の活用を推進するとともに、引き続き、登録された空家
のリフォームに対する助成を行います。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

57
橋りょう長寿命化修
繕事業

都市整備部
土木課

　橋梁の損傷が大きくなる前に適切な対策を講じ
ることにより、補修費を抑えて健全な状態を維持
していくことを目的として策定した橋梁長寿命化
計画に基づき、計画的に修繕工事等を実施しま
す。

Ｂ

　橋梁の修繕実施設計、定期点検、修繕工事、負担金の支出
を行い、道路利用者及び第三者被害を防止し、経済的な橋梁
の維持を図りました。
　なお、国費の交付額が要望額を下回ったため、事業費を減
じました。

80,000 72,344 66,304
　橋梁長寿命化計画に基づき、計画的な修繕工事等を
実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

58
中野畑沢線整備事
業（桜井工区）

都市整備部
土木課

　本路線は、金田地区から中心市街地を通り畑
沢地区まで木更津市を南北に縦断する重要な幹
線道路として整備促進が図られています。本工
区については、未整備のため、早急に整備を進
め国道１６号に接道することによりｌ、経済の活性
化を図ります。

Ｂ

　用地取得、墳墓移転を行い、本路線の整備に向けて事業の
進捗を図りました。
　なお、国費の交付額が要望額を下回ったこと等により、事業
費を減じました。

40,000 19,035 10,302
　引き続き計画的に用地取得、墳墓移転を行い、本路線
の整備に向けて事業の進捗を図ります。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

59
江川総合運動場周
辺市道整備事業

都市整備部
土木課

　江川総合運動場整備に伴い、周辺の市道が狭
隘で中野畑沢線から運動場までのアクセスに支
障が予想されることから、歩行者の安全確保と
車両の円滑な通行を図るため、周辺市道の整備
を行います。

Ｂ

　用地測量、用地取得、物件補償を行い、本路線の整備に向
けて事業の進捗を図りました　また、道路改良工事に一部着
手し、道路整備を進めました。
  なお、用地測量、用地取得について、関係機関との協議等
に不測の期間を要したことから、一部の道路改良工事を令和
元年度へ繰り越しました。

130,000 60,299 17,569

　関係機関との協議を進め、繰り越した道路改良工事を
完了させます。
　また、引き続き用地取得及び道路改良工事を行い、本
路線の整備に向けて事業の進捗を図り、江川総合運動
場の駐車場へのアクセスを良好にします。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

60
下郡大稲線整備事
業

都市整備部
土木課

　本路線は、圏央道木更津東インターチェンジと
県道馬来田停車場・富岡線までを整備すること
により、周辺地域の利便性を高めると同時に、沿
線地域の生活道路の交通量を緩和し、通学児童
などの歩行者の安全を図ります。

Ａ
　久留里線馬来田・下郡間の軌道測量を行い、本路線の整備
に向けて事業の進捗を図りました。

0 9,000 3,886
　引き続き調査業務、関係機関との協議を行うとともに、
橋梁予備設計を実施し、本路線の整備に向けて事業の
進捗を図ります。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

9 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

61
道路ストック定期点
検事業

都市整備部
土木課

　道路利用者及び第三者の被害を防止するた
め、舗装、道路法面、大型標識、道路照明の点
検を実施します。その結果、異常が認められた
場合には、道路ストック修繕事業で対応します。

Ａ
　道路照明灯１４４基を点検し、道路利用者及び第三者被害
の防止を図りました。

3,000 3,000 2,776
　舗装路面の性状調査、道路照明点検、大型標識点検
を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

62
道路ストック修繕事
業

都市整備部
土木課

　道路ストック定期点検事業による点検結果を踏
まえ、舗装、道路法面、大型標識、道路照明の
修繕を実施します。

Ｂ

　舗装の修繕工事を進め、市道の良好な走行環境の確保を
図りました。
　なお、国費の交付額が要望額を下回ったため、事業費を減
じました。

67,000 25,500 21,427
　道路ストック定期点検事業による点検結果を踏まえ、
舗装修繕工事、道路法面設計を実施します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

63
市道６４３１号線道路
改良事業

都市整備部
土木課

　笹子地区の幹線道路である本路線は、道路幅
員が狭隘で一般車両のすれ違いが困難な箇所
が多いことから、歩行者の安全確保と車両の円
滑な通行を図るため、拡張整備を実施します。

Ｂ

　用地取得、物件補償を行い、本路線の整備に向けて事業の
進捗を図りました。
　なお、用地取得、用地補償について、地権者との協議に不
測の期間を要したことから、令和元年度へ繰り越しました。

12,000 11,500 7,619

　地権者との交渉を重ね、繰り越した用地取得を完了さ
せます。
　また、用地取得できた部分の道路改良を行い、歩行者
の安全確保と車両の円滑な通行を図ります。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

64
新火葬場周辺市道
整備事業

都市整備部
土木課

　新火葬場の整備に伴い火葬場関連の交通量
が増加することから、狭隘な周辺市道を拡幅す
ることにより、歩行者の安全と車両の円滑な通行
を図ります。

Ｂ

　新火葬場周辺市道の用地測量に着手し、本路線の整備に
向けて事業の進捗を図りました。
　なお、用地測量、用地取得及び用地補償について、地権者
との協議に不測の期間を要したことから、令和元年度へ繰り
越しました。

200,000 200,000 67,969

　地権者との交渉を重ね、繰り越した用地取得を完了さ
せます。
　また、引き続き物件調査、用地測量、不動産鑑定等を
実施し、本路線の整備に向けて事業の進捗を図ります。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

65 ＪＲ巌根駅整備事業
企画部地域
政策課

　国では、「高齢者、障害者等の移動等の円滑
化の促進に関する法律」に基づき、平成３２年度
末までに、１日平均利用者が３，０００人以上の
駅を原則として、全てバリアフリー化することを目
標に掲げています。そのため、ＪＲ内房線巌根駅
構内外のバリアフリー化を図ることを目的とし、
整備事業計画等の作成を行い、今後の整備方
針を検討します。

Ａ
　法令に定める国の基本方針に基づき、ＪＲ千葉支社と協議
を行い、ＪＲ内房線巌根駅構内外のバリアフリー化（エレベー
ター設置）に関する基本設計を実施しました。

13,250 11,966 11,937

　ＪＲ内房線巌根駅構内のバリアフリー化に関する基本
設計を踏まえ、引き続きＪＲ千葉支社との協議や視覚障
害者団体との意見交換を行いながら、令和２年度末まで
に駅構内のエレベーターの整備を図ります。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

66
地域公共交通再編
事業

企画部地域
政策課

　「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」
を明らかにするマスタープランとしての役割を果
たすものである「地域公共交通網形成計画」を策
定した上で、国が策定した基本方針等に基づき、
面的な公共交通ネットワークの再構築を目指し
ます。

Ｂ

　本市にとって望ましい公共交通環境を整備するため、平成３
０年３月に策定した「木更津市地域公共交通網形成計画」に
基づき、地域公共交通を再編するための事業の実施計画とな
る「地域公共交通再編実施計画」の策定に向け、交通不便地
域を対象とした調査やモビリティマネジメントを実施しました。
調査においては、地域にとって必要とされる地域公共交通に
関する需要を把握した上で、利用実態や地域ニーズに合った
面的な公共交通ネットワークの再構築を行うための具体化し
た改善案を検討するためにワークショップ等を実施しました。
　また、モビリティマネジメント意識の醸成を図るため、平成３
０年１１月に小学生を対象としたバスの乗り方教室を実施し、
１２月に企業に対して路線バスの利用促進に向けた講演会を
実施しました。
　なお、国費の内示がされなったことにより、事業費を減じまし
た。

6,000 3,608 3,607

　「木更津市地域公共交通網形成計画」や再編検討の
調査を踏まえ、地域住民や関係機関と協議を行い、「公
共交通再編実施計画」を策定するとともに、地域需要に
応じた新たな交通システムや路線バスの再編、継続した
モビリティマネジメントを行うなど、公共交通ネットワーク
の利便性及び効率性を向上させつつ、面的な再構築を
行い、持続可能な地域公共交通体系の形成を図りま
す。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

10 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

67
（仮称）第２期君津地
域広域廃棄物処理
事業

環境部まち
美化推進課

　君津地域４市は、市内で発生する一般廃棄物
等を株式会社かずさクリーンシステムへ中間処
理委託を行い、溶融物（スラグ・メタル）の再資源
化を図っていますが、２０２６年度末までの操業
期間となっているため、２０２７年度を始期とする
次期施設の整備を行います。

Ａ
　平成３０年度に基本構想を取りまとめ、施設整備基本計画、
地域計画を策定し、令和９年度を始期とする次期施設の整備
に向けた取組を行いました。

0 8,637 8,621
　令和元年度にアドバイザリー業務委託を行い、年度内
に事業者選定を行います。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

68 霊園整備事業
環境部環境
管理課

　木更津市霊園の老朽化により、度重なる漏水
に伴う修繕や水道料金の増加をまねいているた
め、この状況を抜本的に解決するため、給水管
の全面改修を実施します。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　霊園給水管改修工事を実施し、老朽化した給水管の全面改
修を行いました。全面改修により、給水設備の安定が図られ
ましたので、今後も適切な維持管理に努めます。

14,000 13,948 13,947

69
（仮称）木更津市火
葬場整備運営事業

環境部火葬
場建設準備
室

　昭和４２年に供用開始した本市火葬場は、施設
及び設備の老朽化が懸念されていることに加
え、高齢化社会の到来による死亡件数の増加が
見込まれるため、木更津市火葬場の更新事業と
して施設整備を進めます。

Ａ

　平成３０年５月に学識経験者等で構成される事業者選定委
員会を設置し、平成３１年３月までに委員会を６回開催したこ
とにより、施設整備及び維持管理・運営業務を一体として担う
事業者を決定しました。

0 6,000 74,208

　令和元年６月の事業契約締結後、事業者によって施
設整備が進められることから、「墓地、埋葬等に関する
法律」に基づく火葬場経営許可に関する手続きを行いま
す。また、新火葬場となる施設名称及び使用料を定める
ため、共同で施設整備及び維持管理・運営を行う君津
市、富津市及び袖ケ浦市とともに検討していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

70
住宅用省エネルギー
設備導入促進事業

環境部環境
管理課

　地球温暖化の防止並びに家庭におけるエネル
ギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・
最適化を図るため、一般住宅等に住宅用省エネ
ルギー設備を設置する方に対し、補助金を交付
するものです。

Ａ
　太陽光発電システム等の住宅用省エネルギー設備４設備を
設置した市民に対して、合計１０４件の補助金を交付し、家庭
におけるエネルギー利用の効率化、最適化を図りました。

17,700 12,100 9,071
　家庭における住宅用省エネルギー設備４設備を設置
する家庭等に対し、助成を行います。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。なお、特定
財源の確保に努めるこ
と。

（６）構想の実現に向けて 377,222 742,374 1,506,115

71
オーガニックなまち
づくり推進事業

企画部企画
課／企画部
情報政策課

　本市で新たな視点として掲げた「オーガニック
なまちづくり」に向け、関係団体・企業等の参画
のもと、木更津市オーガニックシティプロジェクト
推進協議会を立ち上げ、市民の理解や参加を促
し、ＰＲ活動を行っていきます。

Ａ

　オーガニックアクション宣言企業として、３０企業に登録して
いただき、認定証交付式を開催しました。また、平成３０年１１
月２５日にオーガニックシティフェスティバルを開催し、企業や
各種団体等の取組発表の場とするとともに、来場者約２，００
０人へオーガニックなまちづくりの普及啓発を行いました。さら
に、オーガニックシティセミナーを防災、地域経済循環、企業
とSDGs、健康、観光をテーマに開催し、計４８５人の参加者へ
普及啓発を行いました。セミナー参加者のアンケート結果から
は、「オーガニックなまちづくりの意味を理解した」、「オーガ
ニックな取組を実践していきたい」等の声があり、各世代様々
な方にオーガニックなまちづくりの認知と理解促進ができたと
考えています。
　あわせて、オーガニックシティの認知度向上やイメージアッ
プを目的としたプロモーション動画「木更津日和」を制作すると
ともに、市公式ホームページやFacebook等の様々な情報発
信媒体を活用した積極的なPRを行いました。

6,000 6,000 5,674

　オーガニックシティフェスティバルの新たな実施方法と
して、１１月３日の市民の日を「オーガニックデイ（オーガ
ニックの日）」とし、毎年１１月３日に行われている「グ
ローカルハピネス」や「木更津あかり祭～夜灯～」、「中
央公民館まつり」等と連携して同時開催する予定です。
また、これまでの普及啓発や魅力発信は継続して実施
し、取組の裾野を広げるため、オーガニックシティセミ
ナーを４回程度開催する予定です。
　さらに、引き続き、オーガニックシティの認知度向上や
イメージアップを図るため、様々な媒体を活用し、「オー
ガニックなまちづくり」の魅力を戦略的に内外に発信する
シティプロモーションを展開します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

11 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

72
（仮称）金田地域交
流センター整備事業

市民部市民
活動支援課

　地域環境が大きく変貌している金田地区にお
いて、地域のつながりをさらに強化し、本市のめ
ざす市民力・地域力の醸成を図るため、従来の
公民館が担ってきた生涯学習機能を併せ持つ、
（仮称）金田地域交流センターを整備します。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　平成２９年度に工事着工、平成３１年１月に完成し、４月より
供用を開始しました。なお、民間のノウハウを活かした、地域
コミュニティの活性化を図るため、指定管理者制度を導入して
います。また、本施設の運用面について、関係各課及び指定
管理者と協議を重ね、条例規則及び運用規定について策定
しました。
　今後は、市民相互の交流の促進及び地域コミュニティの活
性化を図る場として、センターの活用を行うとともに、令和元
年度からの指定管理者制度により、官民一体となった管理運
営を行うことで、本市の目指す市民力・地域力の醸成を図ると
ともに、センターのさらなる有効利用及び利用率の向上を図り
ます。

295,725 229,054 999,122

73
木更津市総合計画
策定事業

企画部企画
課

　基本構想に掲げる将来都市像「魅力あふれる
創造都市きさらづ～東京湾岸の人とまちを結ぶ
躍動するまち～」の実現に向け、第１次となる「き
さらづ未来活力創造プラン」における成果等や社
会経済状況、国等の動きを踏まえ次期プランを
策定します。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　木更津市第１次基本計画の取組等について効果検証を行
い、また、都市綜合開発審議会委員からのご意見や市民アン
ケート結果等を踏まえ、まちづくりの新たな指針となる、令和
元年度から令和４年度までの木更津市第２次基本計画を策
定しました。

8,520 8,520 8,520

74
土地開発公社経営
健全化に伴う土地購
入

総務部資産
管理課

　第５次土地開発公社経営健全化計画に基づ
き、計画的に土地の買い戻しを進め、簿価総額
の縮減を行います。

Ａ
　第５次土地開発公社経営健全化計画に基づき、公共事業
代替地（東中央２丁目、中央３丁目の一部）の買戻しを実施し
ました。

0 200,000 199,998

　今後も第５次土地開発公社経営健全化計画に基づく
買い戻しを行うことにより、債務総額及び簿価総額の縮
減に努めます。
　令和元年度は、公共事業代替地（中央３丁目、吾妻１
丁目）を普通財産として取得します。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

75
庁舎建設基金積立
金

総務部管財
課

　新庁舎建設事業の再開に備え、庁舎建設基金
の計画的な積み立てを行います。

Ａ 　新庁舎建設に向けて継続的な基金積立を行いました。 232 202,022 202,022
　引き続き新庁舎建設に備え、基金の積立てを行いま
す。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

76
総合窓口民間活力
導入事業

総務部行政
改革推進室

　限られた予算や職員により行政サービスの質
を維持しつつ増大する業務に対応していくため、
市民等と最も接する機会の多い窓口業務におけ
る民間活力の活用について、試行等の実施も含
め導入の検討を行います。

Ａ

　市民課窓口での民間活力の活用は、平成２８年７月から導
入している住民票等の証明発行受付業務を継続し、平成３０
年７月からフロアマネージャー業務（市民課記載台案内及び
庁内案内業務）を拡大しました。また、平成３１年３月からは、
住民異動届受付業務にも導入しました。また、子育て支援課
及びこども保育課の窓口業務について民間活力導入の検討
をすすめ、令和元年５月から業務を開始します。

16,829 17,319 16,920
　市民課窓口業務への民間活力の活用は継続していく
とともに、ICT活用の検討等も行い、窓口の混雑解消に
つながるよう、取組を進めていきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

77
業務プロセス改善事
業

総務部行政
改革推進室

　「人（意識と行動変容）」「プロセス（業務工程の
見直し）」「ＩＣＴ（活用方法の見直し）」が一体と
なった業務改善に取り組むことで、組織や業務
の見直しを図るため、第三者視点による業務の
可視化による業務改革を実施します。

Ａ

　市民課及び保険年金課業務に業務プロセス改善事業を実
施しました。第三者の視点によって現状の問題等が顕在化し
たことで、効率的に業務改善に取り組むことができました。ま
た、また、職員自らが改善に取り組み、業務分担の見直しや
システムの設定変更等を行い、業務の効率化に取り組みまし
た．

9,500 9,450 9,450

　令和元年度は、業務改善の取組をより効果的に、かつ
継続していく体制につなげていくため、各部等から推薦
された職員への研修方式による実施も検討したうえで、
継続していきます。

　今後の取組について
のとおり、事業の進捗
を図ること。

12 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組結果及び成果・課題等
当初予算額

（千円）
最終予算額

（千円）
決算見込額

（千円）

進行管理結果№ 事業名 担当課 事業概要

平成３０年度
平成３０年度取組結果を踏まえた

第２次基本計画へと継続する今後の取組について

78
中郷中学校・富岡小
学校統合跡地活用
事業

総務部行政
改革推進室

　平成３０年度末をもって統合となる中郷中学
校・富岡小学校について、統合後の跡地の有効
活用を検討し、速やかな利活用の実施を目指
し、事業を推進します。

Ｂ

　中郷中学校については、跡地活用に向けて公募型プロポー
ザルを実施し、跡地活用事業者との基本協定を締結しまし
た。
　富岡小学校については、令和元年度に予算を繰り越し、中
郷中学校と同様に公募に向けて検討・準備を実施していま
す。

0 4,968 3,659

　中郷中学校については、基本協定を締結した事業者と
跡地活用の開始に向けて協議を進めていきます。
　富岡小学校については、跡地活用事業者募集のため
の公募の準備・実施を進めていきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

79
マイナンバー制度導
入・運用事業

総務部行政
改革推進室

　マイナンバー制度への対応に必要となるシステ
ム整備等を実施します。また、マイナンバーカー
ド発行等業務委任に係る経費等を負担します。

Ａ

　マイナンバーカードへの旧氏記載対応のため、必要なシス
テム改修を行いました。
　また、通知カード・個人番号カード関連事務に要する費用に
ついて、地方公共団体情報システム機構に対し、交付金を支
出しました。

28,483 28,483 24,193
　令和元年度は、データ標準レイアウトの変更や地方税
共通納税システム導入に伴う改修を予定しているため、
適切な事務運用を進めていきます。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。なお、特
定財源の確保に努め
ること。

80
モバイルワーク推進
事業

総務部総務
課

　市長をはじめとする特別職及び部等の長に配
付しているタブレット端末を各課等の長に広げる
ことで、幹部職員の迅速な情報収集や情報共有
を図るとともに、ペーパーレス化の拡大により、
業務の効率性を意識した働き方を推進します。
また、イベント事業、災害対応等に活用を図りま
す。

Ａ

　平成３０年６月にタブレット端末を増台し、フロアマネー
ジャー等の新たな業務での活用を拡大しました。また、ペー
パーレス会議ソフトの活用範囲を拡大し、ペーパーレス化を
図りました。

6,565 6,565 6,565
　ペーパーレス会議ソフト及びタブレット端末のさらなる
活用方法を検討し、当該事業の推進を図ります。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

81
市民がつながる生活
総合アプリケーション
事業

企画部情報
政策課

　市からの必要な情報を迅速に市民一人ひとり
に手元に提供することができるため、オリジナル
アプリケーションを開発し、市民サービスの向上
を図ります。

Ａ
　市民の暮らしの利便性向上や地域活性化等を目的とした、
木更津市独自のアプリケーション「らづナビ」を開発しました。

0 25,100 25,099
　「らづナビ」の普及、利活用の促進に取り組み、安心安
全で住みやすい地域づくり、市政への関心の向上、さら
には地域コミュニティの活性化をめざします。

　次期基本計画におい
て基本計画事業として
の位置づけはないもの
の、今後の取組につい
てのとおり、事業の進
捗を図ること。

82
地図情報システム委
託事業

都市整備部
都市政策課

　都市計画図のデジタル化を行い、導入済みの
地図情報システムにより外部公開を行います。

Ａ

【平成３０年度で事業終了】
　地図情報のデジタル化が完了し、外部公開を実施しました。
　今後は、都市計画の決定等にあわせ、データを更新していく
予定です。

5,368 4,893 4,893

5,334,233 6,966,594 5,266,420合　計

13 ＊進捗度：「Ａ」概ね計画どおりに実施　　「B」計画を変更して実施　　「C」事業の中止・休止


